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シネクラブ（フランス語カフェ） 
2024 年秋学期。ルイ・マル特集 

11月11日（月）、16 時40分～、 於712教室 (7号館) 。 

『好奇心』（1971）監督 ルイ・マル 出演 レア・マッサリ、ダニエル・ジェラン、ブノワ・フェルー 113 分 フランス語版 日本語字幕付。 

 ブルジョワ家庭で育った 15 歳の少年。瀟洒な家、ひとかどの資産、代わり映えしないが快適な家庭生活。彼はいろいろと世の中のことを発見
する年頃だ。性、文学、政治、つまりは「そのほか」いろいろ。1971 年カンヌ映画祭に出品されると、この作品は、思春期の少年と母親との間
の近親相姦の場面によってスキャンダルを引き起こした。しかしながら、この場面には一切卑猥なところはない。反対に『好奇心』は、そのま
なざしの新鮮さと映像スタイルの激しさとによって、強い印象を与える映画となっている。（ジャック・シクリエ  « ル・モンド »)  

11月18日（月）、16 時40分～、 於712教室 (7号館) 。 

『ルシアンの青春』（1974）監督 ルイ・マル 出演 ピエール・ブレーズ、オーロール・クレマン、ステファヌ・ブーイ、テレーゼ・ギーゼ 132

分 フランス語版 日本語字幕付。 

 脚本がパトリック・モディアノとの共作となる『ルシアンの青春』は南西地方の若者農民の話で、彼は、自分には責任のない運命のいたずら
によって、ドイツ警察のフランス人協力者となる。作品が 1974 年 2 月に映画館で公開されると、直ちに、熱狂と共に論争を引き起こす。 
 ルイ・マルが 1973 年にこの作品を制作したとき、彼は「ブルジョワ文化」によらない何かを発見する必要に迫られており、発想の転換点に立
っていた。ルイ・マルは 1944 年には 12 歳だった。パトリック・モディアノといえば、彼は生まれていなかった。これ以前にモディアノは『エ
トワール広場/夜のロンド』、『パリ環状通り』という三つの小説を書いているが、『ルシアンの青春』は占領下の暗い時期への度重なる関心、
そのあいまいさの証言となっている。 
 共同で作り上げられたシナリオから出発して、大ブルジョワ出身の知識人であるルイ・マルは、その不透明さと、教養のないがさつものであ
ることによって引き付けられたこの農民の登場人物を前面に押し出す。18 歳のタルヌ＝エ＝ガロンヌ県出身の本物の農民であるピエール・ブレ
ーズが、彼には理想的な演技者だと思われた。1975 年にこの若者はオートバイ事故で死亡する。 
 ラコンブに関してだけ「客観的」な演出がなされることによって作り出される、我々が作品を観ながら感じる違和感は、あまりにも彼とは違
い、あまりにも彼の考え方や生き方とは異質なアンチヒーローに対したときに、ルイ・マルが感じたものなのだろう。この視野の狭い少年に、
新品の制服、ピストル、フランス人ゲシュタボの身分証が、アイデンティティと、生まれ、文化、お金において彼より上流の人たちに対する、
彼が生まれた境遇にはなかった権力とを与えるというのは何という実験的なテーマなのだろう！ 
 ラコンブは、偽の身分証を作って隠れていた金持ちのユダヤ人仕立て屋アルベール・オルンを攻め立て（この奇妙な動物を詮索するときのホ
ルガ―・レーヴェンアドラーは素晴らしい）、彼の娘フランス（新人オーロール・クレマン）を誘惑する。ところで、この若き農民は、悪の耽
美主義者となった、洗練された教育の家庭の子であるジャン・ベルナール（ステファヌ・ブーイ）によって受け入れられ、守られていた。私た
ちはこの登場人物の重要さに気づかないが。たとえラコンブ・ルシアンがフランスと彼女の祖母（ブレヒトの『肝っ玉 お母』の名高い演技者
であるテレーズ・ギーズ）を救ったとしても、運命のいたずらによって卑劣な男になってしまった彼に贖罪はない。彼は 1944 年逮捕され、銃殺
されることになる。 
 しかし、当時ルイ・マルの心に眠っていたもの、彼が知っていて私たちが知らなかったこと、ドイツ占領下のカトリックの寄宿制中学校での
個人的体験、これらすべては 1987 年の『さよなら子供たち』で明らかになることになる。二つの作品は、実際二部作であり、互いを照らし出し
ているのだ。（ジャック・シクリエ  « ル・モンド ») 

11月25日（月）、16 時40分～、 於712教室 (7号館) 。 

『ブラック・ムーン』（1960）監督 ルイ・マル 出演 キャスリン・ハリソン、テレーズ・ギーゼ、ジョー・ダレッサンドロ 97 分 フランス

語版 日本語字幕付。  

 このあまり知られていないルイ・マルの作品は簡単に要約したり、解説したりすることができない。『ルシアンの青春』の後に制作された『ブラ
ック・ムーン』は、金髪で乳肌の若い女性（キャスリン・ハリソン）の想像力から生じた、あるいはそうでもない光景の連続のようなものとして
提示される。 
 最初の場面から、戦車、軽機関銃、銃殺班で、男性と女性を対立させる戦争を眺める女性観客が現れる。そこを出発点として、巨人の世界にも
ぐりこんだ子供っぽい少女リリーの小さな赤い車が県道からそれて野原に突っ込む。この街道からの脱出、それは出来合いのコース、映画作法上
の拘束からの離反であり、脅迫的な幻想、近親相姦、蛇、ネズミに話しかけるおぞましい母親、唖の美青年（ポール・モリセイのエロチック三部
作のアイコンであるジョー・ダレッサンド）といった光景を見せてくれる。この端から端まで奇妙な映像詩の中には、おとぎ話の要素があり、性
的な夢想からの目覚め（ヒロインの股間を這う蛇）があり、名前も理由もない争いによって生じた死体や、そのほか沢山の映像がある。 
 大きな一軒家に避難して、リリーは部屋から部屋へと祭壇画の中を巡るように移動する。台所には手の届かない大きな牛乳入りのコップがある。
赤ん坊用の椅子には子豚がいる。あるいは、テーブルの上には豚が寝転がっている。客間では猫がピアノの上を跳ね回り、裸の子供の一群が親指
太郎のように夕食に集まっている。 
 さもなければ、リリーは答えを探そうとして、女騎士の後を、消えゆく兄妹の後を、往来する一角獣の後を追いかける。そして、一角獣に対し
て、『勝手にしやがれ』のように、「ひどいって何？」と訊くのではなく、「うんざりするって何？」と訊く。リリーは走る。走って『恐怖の国のア
リス』のように髪をかき乱す。この夢想も鍵は、おそらくは、言葉を話すことのできる一角獣の口から発せられたフランシス・ベーコンの命題に
ある。「すべての傑出した美はその均整の中にどこか奇異なものを持っている。」（ジャック・シクリエ  « ル・モンド ») 
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« La Vogue des marrons » - une fête d’hiver à 
Lyon Davy DUBERT 
     Nous sommes le 4 octobre à la Croix 
Rousse, un quartier de Lyon. Comme tous les 
ans, à la même époque, Milo regarde 
tranquillement arriver les premiers camions de 
« la Vogue des marrons ». Ceux-ci transportent 
les attractions, les manèges, les jeux, et tous les 
stands qui animeront la fête foraine. 
     Milo aime surtout la chenille. C’est une 
attraction, une sorte de montagne russe pour 
les tout-petits, dont les wagons représentent le 
corps d’une chenille.  
Presque tous les jours, du 5 octobre au 11 
novembre, Milo demandera à son papa et à sa 
maman de l’accompagner le soir après l’école 
pour faire un tour de manège, puis peut-être 
croquer une pomme d’amour ou bien dévorer 
une barbe à papa. 
     Partout en France, il existe ce genre de 
fêtes foraines ambulantes, qui s’arrêtent au gré 
des saisons dans les villes les plus touristiques, 
puis qui en automne et en hiver font le tour des 
autres villes, principalement pendant les 
vacances scolaires. 
     « La Vogue des marrons » existe depuis 
environ 150 ans. On y déguste les premiers 
marrons de l’année et on s’y amuse. Au fil des 
ans, les attractions se sont modernisées mais 
on y trouve encore la pêche aux canards et les 
sucreries traditionnelles. 

 

リヨンの冬祭り「ヴォーグ・デ・マロン」 
 ダヴィ・デュベール 
 10 月 4 日、リヨンのクロワルース地区。例
年通り、同じ時期に、ミロ君は静かに「ヴォー
グ・デ・マロン」の最初のトラックが到着する
のを眺めます。トラックは祭りを活気づける
アトラクション、メリーゴーランド、ゲーム、
そしてスタンドのすべてを運んでいます。 
 ミロ君は特に芋虫（シュニーユ）が好きで
す。それは幼児向けのジェットコースターで、
アトラクションの車両は芋虫のボディを表し
ています。ミロ君は、10 月 5 日から 11 月 11
日のほぼ毎日、メリーゴーランドに乗ったり、
そしてリンゴあめをかじったり、綿あめを食
べたりするために、お父さんとお母さんに、
放課後の夕方、祭りに連れて行ってくれるよ
うにと頼みます。 
 フランスのいたる所で移動式遊園地は開か
れ、季節によっては観光地を、特に学校が休
みの秋や冬には、その他の都市を巡回します。 
 「ヴォーグ・デ・マロン」は約 150 年前か
ら存在しています。人々はそこでその年最初
の栗を食べて楽しみます。年がたつにつれて
アトラクションは最新式になりましたが、ま
だ「カモ釣り」や伝統的なお菓子がそこには
あります。 
 
 
 

 



日 木 土

　 　 　 　 　 11/1 EC 2

3 4 5 　 6 EC 7 8 EC 9

10 11 EC 12 CF 13 EC 14 15 EC 16

17 18 EC 19 CF 20 EC 21 22 EC 23

24 25 EC 26 CF 27 EC 28 29 EC 30

2024年 11月
LANGUAGE・CAFÉプログラム

EC    (English Café)  ：3時限目

CF  (Café Français)  ：5時限目

月 火 水 金

 

 Student-led Seminars

 

 Student-led Seminars  Teacher-led Seminars

※プログラムは変更することがあります。

Student-led Seminars

 

Student-led Seminars  Student-led Seminars

 Student-led Seminars Student-led Seminars  Student-led Seminars

Student-led Seminars Student-led Seminars  Student-led Seminars

Language Café 昼休みの部:English Café  :月・火・水・金
              　　　　　 Café Français :月・金
              　　　　　 Global Café   :火(at723教室)

LAN-CAFÈ だより 2024年11月号(第51号）
WEB版URL：

http://taweb.aichi-u.ac.jp/tgoken/kikanshi.html
2024年11月5日発行

発行：愛知大学豊橋語学教育研究室

〒441-8522豊橋市町畑町1-1

TEL：（0532）47-4170

URL：http://taweb.aichi-u.ac.jp/tgoken

Angela WolfAngela Wolf

Angela Wolf Angela Wolf

Angela Wolf

Ashley Bartholomy

Ashley Bartholomy

Ashley Bartholomy

DUBERT Davy

DUBERT Davy

DUBERT Davy

Ashley Bartholomy

Ashley Bartholomy

Angela Wolf

Angela Wolf

Ashley Bartholomy


	LANCAFE_11月表紙.pdf
	2024年LAN・CAFÉだより11月号.pdf
	シネクラブ（フランス語カフェ）

	langcafeプログラム.pdf
	11月


